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定額乗合交通「きらり号」実証運行の取組状況について 

１． 実証運行の概要 

(1) 背景と目的 

本実証実験は、公共交通空白地域の存在やタクシー事業所の撤退、少子高齢化による人口減

少の進行による公共交通の利用者減少が大きな課題となっている鳥取市気高町・鹿野町の一部

地域において、最小限の交通資源（１台の車）を使った月額定額制乗合交通の実証実験を行い、

高齢者等の移動活発化、持続可能な地域交通実現に向けた検証を行うものである。 

(2) 運行・サービス内容 

○ 当初の実証実験期間は令和 5 年 3 月末までであったが、事業の安定継続や既存の公共交

通機関を「きらり号」に転換できるほどの利用者数を確保できていない状況にあった。 

○ このことを踏まえ、令和 5 年 3 月 2 日に「気高町・鹿野町地域生活交通会議」にて、本

事業の関係者と地域住民が今後の方向性について協議した結果、新型コロナウイルス感

染症の影響や地域住民の認知不足等も考えられるため、実証実験期間を令和 5年 9月末

まで半年程度延長することとした。 

○ 現在、安定した運行に向けて利用者数を確保するために、令和 5年 5月から運行区域や

運賃等を見直して運行をしている。（下表の下線箇所が該当） 
 

事業の種別 一般乗合旅客自動車運送事業（区域運行） 

輸送の形態 
予約があった場合、利用登録者の自宅と目的地間等を最適経路で運行

（事前の利用者登録により自宅の位置等を把握） 

愛称 定額乗合交通「きらり号」 

運行事業者 有限会社サービスタクシー 

車両 運行事業者が使用する車両（1 台を使用） 

運行日・運休日等 
月曜日～金曜日（平日）運行 

土日祝日及び年末年始（12/30～1/4）は運休 

運行区域 気高町・鹿野町全域 

運行時間帯 9：00～16：00 の間で、利用者の予約に応じて運行 

運賃 

【月定額運賃】 

1 人につき 3,700 円/月 

世帯内で 2 人目以降は 1 人につき 1,000 円（1 人目は 3,700 円） 

【片道運賃】 

１人につき 1,000 円/回 

予約方法 
乗車の 1 時間前までに利用者が電話により予約 

電話予約の受付時間は 7：00～17：00 

実証運行期間 令和 4 年 10 月 3 日～令和 5 年 9 月 30 日 
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(3) 実証運行に係る主な取組状況 

令
和
４
年 運行開始前 

10 月 

 運行開始前の利用案内での周知（8 月～10 月） 

 周知等も兼ねたテスト運行の実施（9 月） 

 新聞・テレビ等の報道（10 月以降随時対応） 

 各総合支所から自治区長や高齢者施設への案内・声掛け（10 月以降随

時実施） 

 道の駅西いなばや施設等へのポスター掲出 

11 月  周知資料「きらり号通信」（利用方法や利用者の声等）の配布 

12 月 

 気高町・鹿野町地域生活交通会議での状況報告 

 温泉施設での特典付与に係る調整 

 周知資料「きらり号通信」（1 月の見直し内容等）の配布 

 利用案内の再配布 

令
和
５
年 

1 月 

 1 世帯につき 4 枚の 1 日無料券配布によるキャンペーンの実施 

 大字鹿野や八束水地域への運行範囲の拡大 

 世帯内 2 人目以降の運賃見直し 

 周知資料「きらり号通信」（利用状況等）の配布 

2 月  周知資料「きらり号通信」（運行内容等）の配布 

 地域内の商業施設での特典付与に係る調整 

3 月 
 周知資料「きらり号通信」（運行内容等）の配布 

 気高町・鹿野町地域生活交通会議、鳥取市生活交通会議（書面協議）で

の状況報告、運行内容見直しと実証運行延長の決定 

4 月  周知資料「きらり号通信」（運行内容等）の配布 

 利用案内の配布等、運行内容見直しに向けた周知活動 

5 月 
 周知資料「きらり号通信」（運行内容等）の配布 

 鹿野町・気高町全域での運行区域拡大【5/8（月）より運用】 

 1 回当たりの片道運賃の運用【5/8（月）より運用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▲ 利 案内チラシ（令和５年４ 配布） 
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２． 現在の利用状況 

(1) 集計概要 

集計期間 
令和 4 年 10 月 1 日～令和 5 年 5 月 31 日（8 ヶ月間） 

※利用登録者数は 6 月 16 日（金）時点の数値を記載 

対象データ数 
771 件 

※予約配車システムに登録されていないデータは除く 
 

(2) 実利用者数・利用回数 

○ 実利用者数（利用者登録をした人のうち実際に利用した人数）は無料利用券配布等のキ

ャンペーンを実施した 1 月が最も多く、4 月以降は 11 人で推移しており、利用者がほぼ

固定化している。 

○ 延べ利用回数と 1 人あたりの平均利用回数は 5 月が最も多い。なお、1 人あたりの最高利

用回数も 5 月が多くなっていることから、全体的な利用が増えたのではなく、きらり号

の使い方が浸透しヘビーユーザー（ほぼ毎日利用している人）の利用回数が増えたこと

によるものだと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

図表 月別利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 実利用者数の推移 
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(3) 利用者登録状況 

○ 月別の利用者新規登録状況を見ると、周知等の効果により 6 月（6/16 時点で集計）の利

用登録者が大きく増加している。 

○ 6 月 16 日時点の利用登録者は 62 人（気高町 39 人、鹿野町 23 人）である。 

○ 6 月はこれまで利用者が少なかった鹿野町の登録が増えており、新規登録は河内地域等の

既存の気高循環バスを比較的使いにくい地域が多くを占めている。 

○ 利用登録者が増えた要因としては、総合支所による周知・利用の呼びかけや広報資料の

定期配布、5 月から月定額以外に片道分の運賃を支払う形でも利用できるようよう運用を

見直したこと等が考えられる。 

○ なお、令和 5 年 5 月時点の利用登録者 43 人に対し、実利用者数は 11 人であるため大きな

乖離が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 月ごとの延べ登録者数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 新規会員数の推移  
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(4) 施設別の利用状況 

○ エスマート気高店までの利用が最も多く、全体のおよそ 3 割を占めている。 

○ 4 月までは全体的に医療機関よりも浜村町内の買い物先や歯科医院への移動が多かった

が、5 月から鹿野町内の医療機関への移動も見られるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 目的地別の乗降回数 
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(5) 時間帯別の利用状況 

○ 2 月以降は午前の 10 時台及びその前後の時間帯に利用が集中している。 

○ 実証期間全体で見ると、午前は 10 時台、午後は 14 時台の利用が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 時間帯別の利用状況 
 

(6) 利用パターン 

○ 居住地から施設（買い物先や医療機関、公共施設等の町内の目的地）までの利用がおよ

そ 8 割を占めている。 

○ 10 月～12 月は施設への移動がほとんどを占めていたが、1 月から居住地間の移動、4 月

から駅やバス停までの移動が増えている。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 利用のパターン 
 

(7) その他の運行状況 

○ 現時点でも少ないものの運行開始当初に比べ、乗合利用の発生回数や乗合率は増加傾向

にある。 

○ 運行 1 回あたりの平均距離については、エリア拡大した 5 月に増加しており、今後経過

を観察していく必要がある。 

 

 

 

 

 
 
 

図表 稼働状況・乗合の状況・運行距離情報  
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３． 今後の方向性 

(1) 実証実験の経過状況（まとめ） 

○ 全体的な利用回数や 1 人あたりの利用回数は、きらり号の使い方が浸透したことで増加

傾向にあるものの、実利用者数（利用者登録をした人の中で実際に利用した人）は前回

報告時（2 月）から 5 月まで横ばい。 

○ 5 月時点では利用登録者と実際に利用している人の人数の差が大きい。 

○ 6 月半ばの時点で主に鹿野町で利用登録者が大きく増加している。 

○ 行き先は気高町の中心部に集中しているものの、鹿野町の医療機関も増えつつある。ま

た、利用時間帯は午前に集中している。 

○ 利用者や利用回数が増えるにつれ乗合での利用が増えている。ただし、現状の平均利用

者数は 1.3 人/便程度で、未だに個別輸送に近い状態である。 

(2) 今後の検証について 

○ 6 月に大きく利用登録者が増えていることから、6 月～7 月にかけて引き続き経過を観察

し、実利用者数（利用者登録をした人の中で実際に利用した人）がどの程度増えている

か検証する。 

○ また、地域への波及効果についても利用の傾向を分析することで評価を行う。 

○ 本実証は事業性を確保するために最小限の交通資源（１台の車）で運行しており、運行

範囲が広がり利用者が増えることで、山間部の地域からの移動需用や多岐にわたる利用

者のニーズに対して、１台の車でどの程度対応できるか検証を行う。 

 

４． 今後のスケジュール 

6 月 鳥取生活交通会議にて経過報告 

7 月～ （適宜）気高町・鹿野町地域生活交通会議にて情報共有 

  （適宜）運行事業者（サービスタクシー）との協議 

9 月 30 日 実証運行期間の終了 

10 月～ 実証運行の結果検証 

  地域住民及び鳥取市生活交通会議へ実証運行の結果報告 

  気高町及び鹿野町の生活交通の方向性について検討 

 


